
雁
塔
聖
教
序
建
立
の
経
緯

②
雁
塔
聖
教
序
（
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
）

(序記碑)
①
雁
塔
聖
教
序
（
大
唐
三
蔵
聖
教
之
序
）

(序碑)

※
｛
印
は
両
碑
文
の
行
の
進
行
を
示
し
て
い
る
。

東側
西　側

（資料１）

は
じ
め
に

荒
　
金

信
　
治

　
雁
塔
聖
教
序
（
資
料
Ｉ
参
照
）
と
は
、
大
唐
三
蔵
聖
教
序
碑
と
大
唐
三
蔵
聖
教

序
記
碑
の
両
碑
の
集
合
名
詞
で
あ
る
。
勿
論
、
雁
塔
聖
教
序
の
両
碑
の
正
し
い
位

置
関
係
は
、

　
①
　
序
　
碑
、
西
側

　
②
　
序
記
碑
、
東
側

で
あ
り
、
両
碑
は
完
全
に
嵌
め
込
ま
れ
て
い
た
。
（
注
１
）

　
両
碑
の
位
置
に
付
い
て
は
、
先
般
『
雁
塔
聖
教
序
の
位
置
関
係
に
お
け
る
一
考

察
』
と
題
し
た
卑
見
（
注
２
）
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
拙
い
原
稿
で
あ
る
が
見
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
両
碑
の
位
置
付
け
に
関
し
て
は
、
数
多
く
の
著
書
に
誤
っ
た
記
述
が
成
さ

れ
て
お
り
、
書
の
学
習
を
行
う
上
に
お
い
て
（
注
３
１
１
）
　
一
つ
の
混
乱
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
雁
塔
聖
教
序
を
臨
書
す
る
上
に
お
い
て
も
（
筆
の

持
ち
方
や
用
筆
法
、
等
）
大
切
な
事
で
あ
り
、
単
な
る
位
置
の
間
違
い
と
し
て
片

付
け
ら
れ
な
い
状
況
に
在
る
。

　
こ
の
状
況
の
認
識
を
改
め
、
雁
塔
聖
教
序
建
立
の
経
緯
を
十
分
理
解
し
て
「
雁

塔
聖
教
序
の
両
碑
の
位
置
を
『
序
碑
西
側
・
序
記
碑
東
側
』
が
正
位
置
と
す
る
。
」

を
、
書
道
学
上
に
決
定
づ
け
る
た
め
の
関
連
研
究
の
一
つ
に
小
論
が
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　
小
論
は
、
雁
塔
聖
教
序
建
立
の
経
緯
六
〇
〇
年
代
か
ら
七
〇
〇
年
代
の
Ｉ
〇
〇

９



年
間
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
そ
こ
で
新
唐
書
・
蕉
唐
書
な
ど
の
年
譜
と
資
料
を

も
と
に
年
表
（
注
４
）
を
作
成
し
た
。
こ
の
資
料
を
参
考
に
、

第
一
章
に
お
い
て
雁
塔
聖
敦
厚
建
立
の
経
緯
の
一
歩
と
な
る
「
太
唐
三
蔵
聖
教
序
・

太
唐
三
蔵
聖
教
序
記
の
固
文
が
出
来
る
ま
で
」

第
二
章
に
お
い
て
「
固
文
が
固
碑
と
な
っ
て
建
立
さ
れ
る
ま
で
」
を
中
心
に
し
て
、

「
位
置
の
上
位
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
固
文
が
固
碑
と
な
る
上
で
の
人
々
の
心
理

に
触
れ
て
み
た
い
。

第
三
章
に
お
い
て
は
、
「
同
州
聖
教
序
と
集
字
聖
教
序
が
意
味
す
る
こ
と
」
に
話

を
進
め
、
「
雁
塔
聖
教
序
」
と
「
同
州
聖
教
序
、
集
字
聖
教
序
」
の
相
違
を
見
る
。

雁
塔
聖
教
序
建
立
の
経
緯
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雁
塔
聖
教
序
を
中
心
に

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く
、
太
宗
に
対
す
る
高
宗
の
心
理
表
現
に
焦
点
を
合
わ
せ
て

み
た
い
。

　
論
を
進
め
る
と
き
、
文
献
は
大
き
な
決
め
手
と
な
る
。
し
か
し
、
文
献
の
み
に

縛
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
い
つ
の
ま
に
か
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
大
き
な
過
ち
を

犯
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
ま
さ
に
、
固
碑
の
誤
っ
た
配
置
表
示
が
そ
れ
で
あ

る
。
現
地
を
訪
れ
、
自
分
の
目
で
現
地
を
見
聞
す
る
。
時
に
は
現
地
の
声
も
文
献

以
上
に
重
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

　
小
論
に
お
い
て
は
、
文
献
は
も
と
よ
り
現
地
を
代
表
す
る
人
の
声
も
十
分
に
取

り
入
れ
、
雁
塔
聖
敦
厚
建
立
の
経
緯
に
纏
わ
る
事
情
や
い
き
さ
つ
を
中
心
に
管
見

の
範
囲
で
あ
る
が
述
べ
て
み
た
い
。

第
一
章
　
大
唐
三
蔵
聖
教
序
・
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
の
固
文
が
出
来
る
ま
で

　
雁
塔
聖
教
序
の
経
緯
の
第
一
歩
と
し
て
固
文
が
出
来
る
ま
で
の
こ
と
に
つ
い
て

記
す
こ
と
に
す
る
。
固
文
が
出
来
る
ま
で
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
雁
塔
聖

教
序
の
固
碑
の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
、
固
碑
の
存
在
す
る
役
割
を
周
知
す
る
こ
と
に

あ
る
。

　
　
第
一
節
　
序
・
序
記
の
固
文
が
出
来
上
が
る
い
き
さ
つ

　
（
固
文
が
書
か
れ
た
目
的
に
つ
い
て
）

ま
ず
、
序
・
序
記
の
固
文
が
何
の
た
め
に
書
か
れ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

１
、
『
太
唐
三
蔵
聖
教
序
』
は
、
皇
帝
太
宗
が
玄
奘
三
蔵
を
褒
め
称
え
讃
美
す
る

　
　
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
玄
奘
三
蔵
が
西
へ
経
典
将
来
の

　
　
為
の
途
中
に
於
い
て
苦
労
し
た
こ
と
や
、
中
国
の
仏
教
文
化
な
ど
に
重
要
な

　
　
貢
献
を
し
た
事
を
褒
め
称
え
て
い
る
。

２
、
『
太
唐
三
蔵
聖
教
序
記
』
は
、
皇
太
子
・
李
治
が
太
宗
皇
帝
を
褒
め
称
え
る

　
　
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
太
宗
皇
帝
が
玄
奘
三
蔵
の
だ

　
　
め
に
「
太
唐
三
蔵
聖
教
序
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
文
を
作
ら
れ
た
こ
と
を
褒

　
　
め
称
え
る
た
め
の
も
の
。

で
あ
る
。
（
注
５
）
に
固
碑
の
全
文
を
示
す
。

　
こ
の
固
文
が
書
か
れ
た
目
的
に
つ
い
て
の
理
解
に
は
固
碑
の
い
ず
れ
が
主
な
る

立
場
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
あ
る
。
例
え
皇
帝
が
代
わ
ろ
う
と
又
だ
れ
が

次
の
新
し
い
皇
帝
に
な
ろ
う
と
、
固
碑
の
文
面
の
意
味
は
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
あ

り
、
そ
の
意
味
が
変
わ
ら
な
い
と
言
う
こ
と
は
皇
帝
が
代
わ
っ
て
も
文
面
の
持
つ

主
な
る
人
物
の
立
場
も
変
わ
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
と
太
宗

の
序
の
文
は
高
宗
の
序
記
の
文
よ
り
常
に
主
な
る
立
場
に
あ
る
と
言
う
こ
と
に
な

　
（
固
文
が
書
か
れ
た
年
代
に
つ
い
て
）

　
集
字
聖
教
序
（
六
七
二
年
）
の
部
分
に
（
資
料
２
）
「
貞
観
廿
二
年
（
六
四
八

年
）
八
月
三
口
内
出
」
（
注
６
）
「
書
道
全
集
８
、
３
８
ペ
ー
ジ
参
照
」
関
連
記
事

を
記
す
。

（資料２）
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と
あ
る
。

　
「
貞
観
廿
二
年
八
月
三
口
内
出
」
と
す
れ
ば
発
表
は
八
月
四
日
と
な
る
。
大
慈
思

考
二
蔵
法
師
傅
に
次
の
記
述
が
あ
る
こ
と
よ
り
、

　
聖
教
序
に
八
月
四
日
製
詑

　
聖
教
序
記
に
謹
啓
貞
観
二
十
二
年
八
月
五
日
沙
門
玄
奘
上
啓

六
四
八
年
八
月
四
日
に
太
宗
が
太
唐
三
蔵
聖
教
序
の
文
章
を
発
表
し
、
そ
れ
を
受

け
て
同
年
八
月
五
日
皇
太
子
の
李
治
が
太
唐
三
蔵
聖
教
序
記
の
文
章
を
記
し
た
。

大
服
塔
が
建
立
さ
れ
た
の
が
六
四
八
年
十
二
月
の
事
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
四

か
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
時
、
祁
遂
良
は
両
皇
帝
よ
り
厚
い
信
頼
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
両
碑
は
も

う
祁
遂
良
に
よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
る
事
が
決
定
し
、
直
ぐ
に
祁
遂
良
も
下
書
き
に
入
っ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
第
二
節
　
雁
塔
聖
教
序
の
初
め
の
姿

　
大
服
塔
建
立
以
前
に
、
雁
塔
聖
教
序
の
固
文
は
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
服

塔
聖
教
序
の
そ
の
初
め
の
姿
が
ど
ん
な
も
の
で
在
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
幾
つ

か
の
資
料
を
も
と
に
、
想
像
を
巡
ら
せ
て
み
た
。
「
雁
塔
聖
教
序
に
は
、
紙
に
書

か
れ
た
原
稿
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
姿
に
は
二
つ
の
型
が
存
在
し
た
。
」

と
、
次
に
そ
の
考
え
を
示
す
。

　
（
二
枚
の
紙
を
用
い
て
の
原
稿
）

　
二
枚
の
紙
を
用
い
て
一
枚
ず
つ
に
大
唐
三
蔵
聖
教
序
・
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
を

祐
遂
良
が
書
い
た
も
の
（
資
料
３
参
照
）
。

こ
の
考
え
は
、
固
文
の
趣
旨
が
違
う
こ
と
、
皇
帝
・
皇
太
子
と
両
者
の
立
場
が
違

う
こ
と
。
そ
し
て
、
前
記
の
通
り
太
宗
が
書
い
た
序
は
「
六
四
八
年
八
月
四
日
」

に
出
来
、
高
宗
（
李
治
）
が
書
い
た
序
記
は
「
六
四
八
年
八
月
五
日
」
と
同
時
に

固
文
が
出
来
だ
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
。

　
こ
の
時
の
序
記
は
序
同
様
に
、
右
か
ら
左
へ
書
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
固
文
の

序序　記

右　側左　側

（資料３）

位
置
も
、
書
き
上
げ
た
順
に
意
図
無
く
「
序
を
右
。
序
記
を
左
」
と
お
き
、
固
文

の
順
位
は
「
（
Ｉ
）
序
（
２
）
序
記
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
固
文
の
文
字
表
現
は
二
つ
と
も
、
現
存
の
序
碑
の
本
文
の
文
字
表
現
と
同
じ
様

に
書
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
将
来
完
成
す
る
序
碑
は
こ
の
時
の
原
稿
に
補
筆
さ
れ
た
も
の
（
こ
れ
に
つ
い
て

の
関
連
記
事
は
第
二
章
三
節
に
記
入
）
で
あ
り
、
序
記
碑
は
皇
帝
の
移
動
・
固
碑

建
立
に
よ
る
固
碑
の
位
置
設
定
と
相
重
な
り
、
袴
遂
良
が
再
度
揮
毫
し
た
（
揮
毫

推
定
日
六
四
八
年
八
月
五
日
～
六
五
〇
年
十
一
月
又
は
、
六
五
二
年
～
六
五
三
年
）

も
の
を
石
刻
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
二
枚
の
紙
を
用
い
て
の
原
稿
）

　
一
枚
の
紙
の
面
を
用
い
て
右
か
ら
左
へ
の
順
に
、
序
か
ら
序
記
へ
と
祁
遂
良
が

書
い
た
も
の
（
資
料
４
参
照
）
。

（資料４）
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そ
の
時
の
固
文
の
順
位
も
、
書
か
れ
た
順
に
意
図
無
く
（
Ｉ
）
序
（
２
）
序
記

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
前
項
と
異
な
り
固
文
が
出
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
袴
遂

良
が
再
度
書
き
改
め
た
原
稿
の
Ｉ
つ
と
す
る
。
表
現
は
「
現
存
の
大
唐
三
蔵
聖
教

序
碑
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
固
文
一
枚
の
紙
に
同
じ
表
現
で
書
か
れ
て
い
た
。

　
同
州
聖
教
序
の
碑
の
位
置
形
式
と
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
想
像
で
あ
る
が
、

こ
の
影
響
を
受
け
高
宗
の
協
力
の
基
に
、
同
州
聖
教
序
と
集
宇
聖
教
序
の
建
立
は
、

行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
二
枚
の
紙
を
用
い
た
も
の
と
、
一
枚
の
紙
を
用
い
た
も
の
の
二
原
稿
は
高

宗
が
手
の
届
く
程
の
近
い
と
こ
ろ
で
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
第
二
章
　
固
文
が
固
碑
と
な
っ
て
建
立
さ
れ
る
ま
で

　
六
四
九
年
五
月
二
十
四
日
、
太
宗
の
崩
御
に
伴
な
い
、
新
皇
帝
を
取
り
巻
く
者

た
ち
の
中
に
お
い
て
、
雁
塔
聖
教
序
建
立
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
が
当
然
起
き

た
事
だ
ろ
う
。

　
こ
の
時
に
、
固
文
が
固
碑
と
な
っ
た
の
だ
が
、
固
碑
の
位
置
の
上
位
の
問
題
が

新
皇
帝
を
取
り
巻
く
者
た
ち
の
中
に
お
い
て
重
要
課
題
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　　　　　　(資料５)

　西側　　　　中央　　　　東側

普賢菩薩　釈迦牟尼仏　文殊菩薩

　　　　　　(南向き)

　
こ
の
章
に
於
い
て
は
、
位
置
の
上
位
を
巡
る
両
碑
の

配
置
と
雁
塔
聖
教
序
の
配
置
決
定
に
及
ぶ
状
況
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
第
一
節
　
位
置
の
上
位
に
つ
い
て

　
雁
塔
聖
教
序
の
両
碑
建
立
に
関
し
て
は
、
ま
ず
両
碑

の
配
置
が
問
題
と
な
る
。
建
立
の
際
の
両
碑
の
位
置
の

上
位
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
時
点
ま
で
は
雁
塔
聖
教
序

の
両
文
が
作
ら
れ
た
目
的
を
見
て
も
理
解
で
き
る
様
に
、

総
て
が
太
宗
の
手
に
因
っ
て
書
か
れ
た
大
唐
三
蔵
聖
教

序
が
上
位
を
占
め
て
き
た
。
こ
れ
は
文
意
の
上
か
ら
当

然
の
事
で
あ
る
が
、
皇
帝
が
代
わ
る
と
周
囲
は
両
皇
帝

を
立
て
る
工
夫
を
凝
ら
し
始
め
る
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
両
碑
の
配
置
の
上
位
に

つ
い
て
は
「
別
府
大
学
国
語
国
文
学
第
３
３
号
」
に
記
載
し
て
い
る
の
で
そ
れ
を

見
て
い
た
だ
き
、
そ
の
記
事
と
、
訪
中
に
お
い
て
得
た
大
慈
恵
寺
管
理
委
員
会
則

主
任
の
永
明
氏
が
語
る
「
位
置
の
上
位
」
に
つ
い
て
の
中
国
並
び
に
大
慈
恵
寺
に

お
け
る
現
状
と
比
較
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
第
一
項
　
上
位
に
つ
い
て

　
（
左
右
の
上
位
に
つ
い
て
）

　
左
右
の
上
位
問
題
は
、
「
中
国
で
は
『
左
』
が
上
位
で
あ
る
。
こ
の
時
、
誰
が

ど
ち
ら
を
向
い
て
の
『
左
か
右
か
』
も
問
題
と
な
る
。
」

　
（
東
西
の
上
位
に
つ
い
て
）

　
又
、
「
仏
像
の
例
を
見
る
と
良
く
判
る
（
資
料
５
参
照
）
。
文
殊
菩
薩
は
普
賢
菩

薩
よ
り
上
位
。
釈
迦
牟
尼
仏
が
前
を
向
い
た
状
態
か
ら
見
る
と
文
殊
菩
薩
は
『
左
』

に
存
在
す
る
。
釈
迦
牟
尼
仏
に
向
い
た
状
態
か
ら
見
る
と
文
珠
菩
薩
は
『
右
』
に

存
在
す
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
を
向
い
て
立
っ
た
と
し
て
も
文
殊
菩
薩
は
普
賢
菩

薩
よ
り
上
位
で
あ
る
。
左
右
に
関
係
な
く
、
東
西
に
お
い
て
は
『
東
が
上
位
で
あ

る
。
』
」
と
、
述
べ
ら
れ
た
。

　
（
席
は
ど
ち
ら
が
上
位
か
）

　
永
明
氏
は
、
次
に
席
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
「
席
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
は

Ａ
、
主
人
は
Ｂ
の
位
置
と
い
う
。
た
と
え
、
こ
れ
は
外
国
の
首
相
が
来
て
も
同
じ

で
す
。
」
と
、
付
け
加
え
ら
れ
た
（
資
料
６
参
照
）
。

　
（
両
碑
の
現
在
位
置
）

　
そ
れ
で
は
改
め
て
こ
こ
で
両
碑
の
現
在
位
置
に
付
い
て
観
察
し
て
み
た
い
（
資

料
７
参
照
）
。

　
七
〇
一
年
以
降
、
両
碑
は
初
層
の
現
在
位
置
に
存
在
し
て
い
る
が
、
六
五
三
年

の
両
碑
建
立
の
際
に
両
碑
が
初
層
の
現
在
地
に
在
っ
た
か
、
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
初
層
に
両
碑
が
い
つ
置
か
れ
た
か
も
分
か
っ
て
い
な
い
。
七
〇

一
年
以
前
の
資
料
は
な
く
、
不
明
で
あ
る
。
永
明
氏
も
「
七
〇
一
年
以
来
、
碑
の

移
動
は
な
い
」
と
断
言
し
た
。
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（資料６）

千コ

＊席順における上位

▽ノコ
(男・女の場合)

　
両
碑
の
現
在
位
置
は
、
小
論
の
文
頭

の
如
く
、
第
一
層
南
面
の
人
口
を
中
央

に
し
て
左
側
（
西
側
）
に
『
大
唐
三
蔵

聖
教
序
碑
』
を
置
き
、
右
側
（
東
側
）

に
『
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
碑
』
が
置
か

れ
て
い
る
。

　
　
　
第
二
項
　
位
置
の
上
位
に
つ
い

て　
第
一
項
を
整
理
し
て
み
る
と
、
左
が

上
位
で
、
南
を
向
く
か
、
北
を
向
く
か

で
の
左
右
の
上
位
に
関
係
な
く
東
が
上

位
。
尚
そ
の
上
に
お
客
様
は
Ａ
で
主
人

は
Ｂ
の
位
置
関
係
か
ら
見
る
と
、
皇
帝

が
北
を
向
く
と
、
皇
帝
か
ら
見
て
左
、

す
な
わ
ち
西
も
上
位
に
成
り
か
ね
な
い

　
現
在
の
両
碑
の
配
置
表
示
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
太
慈
恩
寺
は
も
と
も

と
母
・
文
徳
皇
后
の
た
め
に
皇
太
子
で
あ
っ
た
李
治
が
立
て
た
お
寺
で
あ
る
。
主

人
の
位
置
に
高
宗
が
立
ち
、
太
宗
を
お
客
様
に
据
え
た
と
し
て
も
、
決
し
て
お
か

し
く
は
な
い
。
両
碑
の
位
置
決
定
の
際
に
は
皇
帝
と
な
っ
た
高
宗
も
太
雁
塔
に
向

か
っ
て
頭
を
下
げ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
様
に
中
央
を
挟
ん
で
、
左
右
に
分
け
ら
れ
た

現
存
の
両
碑
に
お
い
て
、
高
宗
は
南
面
し
て
左
側
に
位
置
し
、
上
位
を
守
る
。
太

京
の
序
碑
が
塔
に
向
っ
て
左
に
あ
り
、
Ａ
（
お
客
様
）
に
あ
た
る
位
置
に
あ
る
こ

の
こ
と
の
方
が
自
然
か
も
し
れ
な
い
。

　
位
置
の
上
位
は
か
な
り
混
乱
し
、
ど
ち
ら
と
も
上
位
の
様
子
を
見
せ
て
い
る
。

当
時
の
家
臣
の
苦
慮
の
末
、
結
論
と
し
て
主
人
を
高
宗
、
お
客
様
を
太
宗
と
し
て

現
存
す
る
両
碑
の
位
置
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
両
皇
帝
を
立
て
た
素
晴
ら

（資料７）

　　中央　　　　　　　東側

第一層の　　　大唐三蔵聖教序記碑

　南門　　（皇太子李治による文、建立当時

　（南向き）　高宗皇帝となっている）

　　　　　西側

大唐三蔵聖教序碑

(太宗皇帝による文)

し
い
配
慮
で
あ
り
、
大
服
塔
を
よ
り
一
層
大
な
る
も
の
と

し
て
い
る
。

　
位
置
関
係
に
お
い
て
、
総
て
が
こ
の
様
に
考
え
ら
れ
る

と
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在
の
服
塔
聖
教
序
の
両
碑

の
位
置
関
係
は
道
理
に
あ
っ
て
い
る
。
誤
っ
た
配
置
表
示

を
し
た
著
書
を
み
る
と
「
拷
遂
良
」
と
刻
者
「
萬
文
詔
」

の
名
前
が
両
碑
を
見
て
中
央
に
来
る
。
こ
れ
こ
そ
不
自
然

で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
ど
ち
ら
が
上
位
か
と
言
え
ば
、
両
碑
の
行
の

流
れ
が
同
じ
で
こ
の
場
合
の
建
て
方
で
あ
れ
ば
完
全
に
序

記
碑
上
位
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
が
、
両
碑
の
行
の
流
れ
が

現
在
の
よ
う
に
序
碑
は
右
か
ら
左
、
序
記
碑
は
左
か
ら
右

の
場
合
、
当
然
上
位
は
序
碑
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
節
　
両
碑
の
建
立

（
両
碑
の
建
立
ま
で
両
文
は
ど
こ
で
保
管
さ
れ
て
い
た
か
）

　
「
両
碑
が
建
立
当
時
、
大
雁
塔
の
最
上
層
に
存
在
し
た
。
」

と
、
大
慈
恵
寺
三
蔵
法
師
傅
（
唐
）
慧
立
彦
椋
著
（
注
７
）

に
「
塔
の
上
層
に
石
を
以
て
室
を
つ
く
り
、
南
面
に
両
碑

あ
り
、
二
聖
の
三
蔵
聖
教
序
記
を
載
す
。
そ
の
書
は
即
ち

尚
書
右
僕
射
河
南
公
拷
遂
良
の
筆
な
り
。
」
と
あ
る
こ
と
に

対
し
て
、
永
明
氏
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
永
明
氏
は
、
「
塔

の
最
上
層
に
両
碑
が
存
在
し
た
話
は
な
い
。
ど
う
し
て
塔
上
に
置
く
の
で
す
か
、

塔
の
最
上
層
に
は
経
典
を
置
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
石
碑
を
置
く
わ
け
が
な
い
。
た

と
え
皇
帝
が
書
い
た
物
で
あ
っ
て
も
置
く
意
味
が
な
い
。
建
立
当
時
か
ら
両
碑
は

初
雁
に
あ
っ
た
。
」
と
言
う
。

　
も
し
仮
に
、
雁
塔
聖
教
序
が
塔
の
最
上
層
に
在
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
両
碑

で
な
く
袴
遂
良
が
紙
に
書
い
た
両
文
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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（
生
週
後
固
文
を
再
度
揮
毫
し
た
か
、
否
か
）

　
序
・
序
記
の
固
文
が
固
碑
と
な
っ
た
の
は
六
五
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
も
う
太

宗
は
崩
御
さ
れ
て
お
り
、
拷
遂
良
は
同
州
か
ら
生
還
し
た
次
の
年
に
あ
た
る
。

　
六
五
〇
年
十
一
月
拷
遂
良
が
単
に
「
事
に
坐
す
（
事
件
の
巻
き
添
え
を
く
ふ
）
」

の
理
由
に
よ
っ
て
、
同
州
へ
左
遷
さ
れ
同
州
刺
史
に
さ
せ
ら
れ
、
六
五
二
年
一
月

拷
遂
良
は
長
安
に
復
権
す
る
。

　
こ
の
復
権
の
理
由
は
雁
塔
聖
教
序
の
完
成
に
と
も
な
い
、
固
文
の
揮
毫
日
（
六

四
八
年
）
と
、
雁
塔
聖
教
序
固
碑
の
建
立
日
（
六
五
三
年
）
の
大
幅
な
ず
れ
に
よ

り
、
年
号
部
分
を
書
き
改
め
る
必
要
性
が
出
て
き
た
た
め
に
、
拷
達
良
は
同
州
よ

り
呼
び
戻
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

　
拷
達
良
は
生
還
後
、
史
郎
尚
書
、
中
書
門
下
三
品
、
監
修
國
史
、
加
元
禄
大
夫
、

太
子
賓
客
と
な
り
、
六
五
三
年
九
月
拷
遂
良
、
尚
書
右
僕
射
と
な
る
。

　
（
生
週
後
固
文
の
一
部
を
再
度
揮
毫
の
説
）

　
　
「
同
州
生
還
後
の
雁
塔
聖
教
序
固
碑
の
揮
毫
」
説
を
改
め
、
「
生
週
後
固
文
の

　
一
部
を
再
度
揮
毫
し
た
」
の
説
を
こ
こ
に
示
す
。

　
左
遷
さ
れ
た
拷
達
良
は
生
還
後
改
め
て
雁
塔
聖
教
序
の
固
文
全
文
の
揮
毫
に
再

度
試
み
何
度
と
な
く
挑
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
幾
ら
社
達
良
で
も
総
て
を

書
き
改
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。
左
遷
は
い
つ
の
時

代
に
お
い
て
も
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
高
宗
が
拷
遂
良
の
気
持
ち
の
す
べ
て
を
理

解
し
た
う
え
で
の
生
還
で
は
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
だ
け
に
拷
遂
良
の
精
神
も

高
ぶ
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
生
道
後
一
年
足
ら
ず
で
現
存
す
る
雁
塔
聖
教
序
の

序
碑
の
本
文
に
見
ら
れ
る
あ
の
緊
張
感
を
表
現
す
る
だ
け
の
精
神
状
態
に
自
分
を

高
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
故
に
、
同
州
か
ら
生
還
し
て
雁
塔
聖
教
序
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
て
も
、
そ
う
簡

単
に
書
け
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
大
唐
三
蔵
聖
教
序
の
本
文
は
以
前
揮
毫
し
た

も
の
よ
り
旨
く
書
け
な
か
っ
た
の
か
、
こ
の
時
期
故
に
序
碑
を
書
き
改
め
な
か
っ

た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
ろ
石
刻
し
た
も
の
は
以
前
揮
毫
し
た
本
文
に
補
筆
し
た
も

の
と
も
見
ら
れ
る
。

　
序
碑
は
本
文
の
文
字
が
終
始
引
き
締
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
序
記
碑
の
本

文
と
両
碑
と
も
末
尾
の
袴
遂
良
の
地
位
の
部
分
並
び
に
年
号
部
分
の
文
字
表
現
が

大
き
く
見
え
る
資
料
８
・
９
・
1
0
・
‥
‥
‥
］
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

（資料８）＜序碑の始まり部分＞

　
　
第
三
節
　
不
動
を
貫
く
序
碑
、
一
転
二
転
す
る
序
記
碑

　
（
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
の
動
き
）

　
序
碑
は
常
に
不
動
を
貫
く
が
、
序
記
碑
は
一
転
二
転
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
六
四
八
年
、
固
文
が
で
き
、
大
服
塔
が
完
成
し
た
が
、
こ
の
時
既
に
固
碑
を
揮

毫
す
る
人
物
（
す
な
わ
ち
補
遂
良
）
と
、
固
碑
建
立
の
配
置
の
予
定
場
所
は
決
定

さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
皇
帝
が
代
わ
る
こ
と
に
よ
り
序
記
碑
に
一
転
を

生
じ
さ
せ
た
。
六
五
三
年
（
服
塔
聖
教
序
が
完
成
）
に
固
碑
の
位
置
が
定
ま
る
。

「
高
宗
の
序
記
を
東
側
（
東
西
に
お
け
る
上
位
）
に
置
き
、
碑
の
配
置
が
不
自
然

に
な
ら
ぬ
様
左
右
対
称
に
見
せ
る
た
め
、
高
宗
の
序
記
を
左
か
ら
右
へ
と
行
の
流

れ
を
組
み
替
え
た
。
太
宗
・
高
宗
の
両
者
を
上
位
に
置
い
た
方
法
、
す
な
わ
ち
こ

こ
で
上
下
混
合
の
処
置
を
見
せ
た
。
高
宗
の
『
序
記
碑
』
を
東
側
に
置
き
、
主
人

で
あ
る
事
の
位
置
を
確
保
さ
せ
、
太
宗
の
『
序
碑
』
を
西
側
に
置
き
、
お
客
様
の

位
置
へ
と
序
碑
を
至
極
自
然
に
添
え
た
」
は
、
前
項
で
も
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
文
字
表
現
お
い
て
も
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
は
原
稿
と
建
立
の
時
の
序
記
碑
と
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は
か
な
り
違
い
が
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
建
立
の
時
雨
碑
の
位
置
の
変
化
に
よ
っ

て
以
前
と
は
行
の
進
行
方
向
が
変
わ
っ
た
事
と
、
祐
遂
良
が
再
度
全
文
を
揮
毫
し

た
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
序
記
は
末
尾
の
袴
遂
良
の
地
位
の
部
分
並

び
に
年
号
部
分
の
文
字
同
様
に
本
文
も
文
字
の
表
現
が
伸
び
伸
び
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
。
序
は
本
文
の
文
字
に
比
べ
、
末
尾
の
袴
遂
良
の
地
位
の
部
分
並
び
に
年
号

部
分
の
文
字
の
大
き
い
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
雁
塔
聖
教
序
の
雨
碑
の
文
字
の
大
き
さ
の
違
い
と
年
号
部
分
の
大
き
さ
の
違
い

が
出
来
た
理
由
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ｏ
書
い
た
日
が
違
う
こ
と
（
一
つ
は
左
遷
前
、
一
つ
は
左
遷
か
ら
生
還
し
た
後
に

揮
　
毫
）
に
よ
っ
て
生
じ
た
た
め
。

ｏ
序
・
序
記
の
行
の
流
れ
が
異
な
る
事
に
よ
っ
て
変
わ
る
、
両
碑
の
揮
毫
方
法

　
　
（
筆
の
持
ち
方
の
違
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
変
化
）
が
自
然
に
異
な
っ
て
い
っ

　
た
た
め
。
（
注
３
－
２
、
服
塔
聖
教
序
の
学
び
方
）

　
回
転
二
転
す
る
序
記
碑
）

　
七
〇
一
年
に
一
つ
の
事
件
が
起
き
る
。
そ
れ
は
大
服
塔
の
再
上
層
を
破
壊
し
た

大
地
震
で
あ
る
。
大
雁
塔
再
上
層
の
修
復
作
業
に
伴
い
、
大
服
塔
を
五
層
か
ら
七

層
へ
延
ば
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
雨
碑
が
ど
の
様
に
動
い
た
か
が

問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
序
記
碑
は
一
転
し
た
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
中
国
西

安
市
に
あ
る
大
雁
塔
を
再
度
訪
ね
た
（
注
１
参
照
）
時
の
永
明
氏
と
の
話
の
途
中

に
お
い
て
、
大
慈
恵
寺
管
理
委
員
会
の
服
務
員
が
「
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
の
複
製

問
題
」
を
突
如
口
に
し
た
。
服
務
員
は
序
記
は
一
度
壊
れ
た
と
言
う
。
そ
し
て
、

壊
れ
た
序
記
の
残
碑
が
今
、
西
安
碑
林
に
あ
る
。
（
注
８
）
と
、
言
い
出
だ
し
た
。

　
大
地
震
の
た
め
に
序
記
碑
が
破
損
（
こ
れ
は
文
献
に
お
い
て
は
見
る
こ
と
は
出

来
な
い
）
し
、
こ
の
と
き
、
序
記
碑
を
再
度
作
り
替
え
た
と
な
れ
ば
大
変
な
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
お
い
て
は
書
き
止
め
る
だ
け
で
済
ま
せ
る
が
、
こ
の
こ
と

を
見
て
も
不
動
を
貫
こ
う
と
す
る
序
碑
と
、
一
転
二
転
し
て
い
る
序
記
碑
の
姿
を

伺
う
こ
と
が
出
来
る
。

-
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第
三
章
　
同
州
聖
教
序
と
集
字
聖
教
序
が
意
味
す
る
こ
と

　
以
上
の
事
か
ら
考
え
る
と
、
太
宗
・
高
宗
両
皇
帝
の
両
碑
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
そ

の
存
在
理
由
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
に
、
皇
帝
の
移
動
に
よ
り
新
皇
帝
（
高
宗
）

を
と
り
ま
く
家
臣
が
高
宗
の
序
記
を
上
位
に
添
え
る
た
め
の
工
夫
の
後
が
鮮
明
に

浮
か
び
出
て
い
る
。
た
だ
高
宗
は
太
宗
崩
御
の
後
、
序
記
碑
が
一
転
二
転
す
る
そ

の
姿
の
中
に
自
分
の
姿
を
垣
間
見
て
、
雁
塔
聖
教
序
と
は
異
な
っ
た
、
新
た
な
聖

教
序
の
建
立
の
夢
を
、
次
の
同
州
聖
教
序
と
集
字
聖
教
序
の
建
立
に
託
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
太
宗
と
袴
遂
良
に
対
す
る
思
慕
の
念
で
あ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
高
宗
が
そ
の
二
つ
の
聖
教
序
に
ど
れ
だ
け
の
力
を
注
い
だ
か

を
こ
こ
で
考
察
し
て
お
き
た
い
。

碑
の
行
の
流れ

配碑
‰

　]叉ｼ

序序
記

左右
かか
らら
右左

序序
監

誉

右左
懇側
　心

鴬

聖祭

序

と
序
記
共

に
右
か

ら
左

序一
とつ
昌

特

牡

？

回

聖ミ

孚

聖祭

(A)雁塔聖教序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‘
‐
‐
　
’

ぬ

一
鏃
Ｔ

(序　碑)

西側
左側

①

(資料12)(資料13)

号
パ

楷少
書な
　い

同
州
聖
教序

行多
書い
墨
字
聖
教序

そ
の
部
分
を
次
に
示
す
。

四
回
州
聖
教
序

口
集
字
聖
教
序

づ几ヽ

拓蔵本の

(資料14)

原
拓
を
コ
ピ
ー
し
て
、
別
府
大
学
書
道
研
究
室

に
再
現
し
た
も
の

こ夕　(資料15)
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一 一 －

　
第
一
節
　
三
つ
の
聖
教
序
を
比
較
す
る

　
（
注
５
）
で
三
つ
の
聖
教
序
の
前
文
を
活
字
で
比
較
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
次

に
、
「
雁
塔
聖
教
序
」
と
「
同
州
聖
教
序
、
集
字
聖
教
序
」
の
相
違
を
図
示
す
る
。

　
（
資
料
1
2
～
1
6
参
照
）

　
（
文
中
の
文
字
の
違
い
）

次
に
、
雁
塔
聖
教
序
を
柱
と
し
て
、
同
州
聖
教
序
と
集
字
聖
教
序
の
字
形
の
違
い

も
示
す
。
（
資
料
2
4
参
照
）

(A)雁塔聖教序(B)同州聖教序(C)集字聖教序

(A)(B)(C)

(A)(B)(C)

(資料17)

　
　
第
二
節
　
同
州
聖
敦
厚
が
意
味
す
る
こ
と

　
　
　
第
一
項
　
高
宗
の
同
州
聖
教
序
建
立
説

　
（
高
宗
の
名
前
の
詞
書
部
分
）

　
拷
遂
良
死
後
（
六
五
八
年
）
高
宗
の
地
位
は
次
第
に
軽
い
も
の
と
な
っ
て
行
く
。

こ
こ
で
は
、
半
ば
左
遷
状
態
の
皇
帝
・
高
宗
の
政
治
的
現
状
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
六
六
〇
年
高
宗
は
武
皇
后
に
政
権
を
委
ね
て
以
後
、
政
治
は
完
全
に

高
宗
か
ら
武
皇
后
に
移
行
し
て
い
く
。
そ
ん
な
時
、
高
宗
皇
帝
が
次
第
に
左
遷
し

て
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
祁
遂
良
に
対
し
て
「
償
い
た
い
」
と
す
る
気
持
ち
を
持

ち
始
め
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
六
六
三
年
六
月
二
十
三
日
建
立
さ
れ
た
同
州
聖
教
序
（
建
立
主
の
名
前
は
現
在

不
明
）
に
対
す
る
「
同
州
聖
教
序
は
高
宗
が
建
立
し
た
と
す
る
、
高
宗
皇
帝
の
拷

遂
良
に
対
す
る
償
い
」
・
「
同
州
聖
教
序
の
建
立
に
高
宗
が
な
ん
ら
か
の
形
で
深

く
関
与
し
て
い
た
」
の
考
え
を
述
べ
て
み
る
。

　
一
つ
は
、
同
州
聖
教
序
に
あ
る
「
治
」
と
二
つ
の
聖
教
序
に
あ
る
「
治
」
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

較
す
る
と
、
雁
塔
聖
教
序
と
集
字
聖
教
序
に
は
高
宗
の
名
前
・
李
治
の
詞
書
部
分

（
資
料
1
7
参
照
）
が
あ
る
の
に
比
べ
て
同
州
聖
教
序
に
は
高
宗
の
名
前
を
詞
書
し

て
い
な
い
。
高
宗
の
名
前
を
詞
書
し
て
い
な
い
と
言
う
事
は
高
宗
自
信
が
そ
の
部

分
を
補
筆
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
同
州
聖
教
序
が
高
宗
の
意
思
で
作
ら
れ
た
か
、

又
、
高
宗
自
信
が
同
州
聖
教
序
の
建
立
に
深
く
関
与
し
て
い
た
と
受
け
と
っ
て
も

良
い
だ
ろ
う
。

　
（
同
州
聖
敦
厚
の
末
尾
三
十
文
字
は
誰
の
書
か
）

　
も
う
一
つ
は
「
同
州
聖
教
序
の
末
尾
二
十
文
字
の
部
分
を
高
宗
が
書
い
た
」
と
、

す
る
考
え
で
あ
る
。

　
同
州
聖
教
序
の
末
尾
三
ト
文
字
と
は
次
の
部
分
で
あ
る
。

龍
朔
三
年
歳
次
突
亥
六
月
突
未
朔
升
三
口
乙
己
建
大
唐
祐
遂
良
書
在
周
州
倅
廳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
料
1
8
参
照
）
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同州聖教序の末尾部分（資料18）

ｏ
十
一
字
否
定
説
か
ら
三
十
字
否
定
説
へ

　
文
末
の
十
一
字
「
大
唐
拷
遂
良
書
在
周
州
倅
廳
」
を
、
拷
遂
良
が
書
い
た
も
の

で
は
な
い
と
す
る
、
「
十
一
字
否
定
説
」
の
著
書
（
注
９
）
は
多
い
が
、
文
末
の

三
十
字
を
否
定
す
る
著
書
は
余
り
見
な
い
。

　
本
文
と
末
尾
三
十
文
字
の
揮
毫
者
が
異
な
る
理
由
と
し
て
、
文
字
表
現
と
い
い
、

文
字
の
字
形
と
い
い
、
本
文
と
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
。

　
特
に
、
大
唐
祐
遂
良
の
名
前
の
部
分
は
補
遂
良
が
書
い
た
文
字
で
は
な
く
、
高

宗
の
書
の
中
に
良
く
似
た
書
体
が
あ
る
と
言
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
料
1
9
参
照
）

高
宗
の
書
（
李
勣
碑
）

(資料19)

－19－



　
も
う
一
つ
袴
遂
良
を
称
し
て
「
大
唐
補
遂
良
」
と
、
表
現
で
き
る
人
は
当
時
、

高
宗
し
か
い
な
い
と
言
う
こ
と
。
（
注
1
0
）

こ
の
年
号
の
時
袴
遂
良
は
他
界
し
て
お
り
、
こ
の
年
号
か
ら
始
ま
る
。
「
末
尾
三
づ
　
宍

十
文
字
」
を
書
き
入
れ
る
こ
と
の
出
来
る
人
は
高
京
一
人
し
か
い
な
い
。
こ
れ
も
、

同
州
聖
教
序
の
建
立
に
高
宗
が
関
与
し
て
い
た
事
の
証
し
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
　
　
第
二
項
　
雁
塔
聖
教
序
を
基
に
作
ら
れ
た
同
州
聖
教
序

　
雁
塔
聖
教
序
と
同
州
聖
教
序
が
あ
ま
り
に
も
部
分
詳
細
に
お
い
て
似
て
い
る
所

か
ら
、
「
同
州
聖
教
序
は
雁
塔
聖
教
序
の
基
に
な
る
両
文
か
、
も
し
く
は
雁
塔
聖

教
序
の
初
拓
を
元
に
し
て
出
来
た
」
の
で
は
な
い
か
と
、
考
え
ら
れ
る
。

　
（
序
碑
の
題
額
と
同
州
聖
教
序
の
題
額
を
比
較
す
る
）

　
　
　
　
序
碑
の
題
額
と
同
州
聖
教
序
の
題
額
（
資
料
2
0
・
2
1
参
照
）

(同州聖教序の題額)

　　(資料20)

(序碑の題額)

　(資料21)

　－20－



　
序
碑
の
題
額
と
同
州
聖
敦
厚
の
題
額
が
、
よ
く
似
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
る
。
題
額
も
本
文
同
様
、
雁
塔
聖
教
序
の
基
と
な
る
両
文
も
し
く
は
雁
塔
聖

教
序
の
初
拓
を
基
に
し
て
出
来
た
だ
ろ
う
。
よ
く
見
て
い
る
と
、
同
じ
一
つ
の
物

を
基
に
し
て
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
箇
所
を
Ｌ
に
示
し
て
お
く
。

　
彫
師
の
問
題
も
付
き
ま
と
っ
て
く
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
線
の
勤
き
は
拷
遂
良
で

な
け
れ
ば
、
他
に
引
け
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
（
雁
塔
聖
教
序
と
同
州
聖
教
序
の
文
字
を
比
較
す
る
）

　
本
文
も
同
じ
一
つ
の
物
を
基
に
し
て
彫
ら
れ
て
い
る
事
が
伺
わ
れ
る
。

そ
の
部
分
を
示
す
。

　
同
じ
一
つ
の
物
を
基
に
し
て
彫
ら
れ
て
い
る
部
分
（
資
料
2
2
－
Ｉ
～
４
参
照
）

（B）同州聖教序　　　　（Ａ）雁塔聖教序

　　　　　　　（資料22－ 1）

(Ａ)(B)(Ａ)(B)

(矢印で示す)
（資料22－ 2）

－21



(Ａ)

(資料22－ 3)

八。）
ぐうＣ(Ａ)

(資料22－ 4)

(B)

①

②

③

④

（資料22－ 5）

※
　
（
資
料
2
2
の
４
）
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
㈲
は
や
や
字
形
に
問
題
が
あ
る
が
㈲
よ
り
そ
の
形
は
出
来
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
㈲
に
少
し
の
疑
問
を
も
っ
て
い
る
。

　
（
資
料
2
2
の
５
）
の
よ
う
に
（
資
料
2
2
の
４
）
の
㈲
の
形
は
圀
と
比
較
し
て
な
に
か
の
理
由
で
ま
げ
ら
れ
て
い
る
と
推
察
出

　
来
る
。
も
と
の
形
は
㈲
に
よ
く
似
て
い
る
④
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
　
そ
れ
に
し
て
も
同
じ
一
つ
の
物
を
基
に
し
て
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
こ
か
ら
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

22－



　
こ
の
こ
と
を
見
て
も
、
雁
塔
聖
教
序
か
ら
同
州
聖
教
序
へ
の
道
程
、
「
雁
塔
聖

敦
厚
の
基
に
な
る
固
文
か
、
も
し
く
は
雁
塔
聖
教
序
の
初
拓
を
基
に
し
て
出
来
た

同
州
聖
教
序
」
の
、
理
解
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
同
州
聖
教
序
と
雁
塔
聖
教
序
の
表
現
を
比
較
す
る
）

　
大
き
さ
の
違
い
を
見
る
。

（
資
料
2
3
参
照
）

(資料23)

　
こ
れ
は
同
州
聖
教
序
が
雁
塔
聖
教
序
を
基
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ

に
対
し
て
疑
問
点
の
一
つ
、
同
州
聖
教
序
は
両
文
、
序
と
序
記
が
同
方
向
に
流
れ

て
お
り
、
文
字
表
現
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。
も
し
同
州
聖
教
序
が
雁
塔
聖
教
序
を

基
に
し
て
作
ら
れ
た
の
な
ら
ば
行
の
流
れ
を
変
え
た
と
し
て
も
文
字
の
表
現
の
違

い
は
そ
の
ま
ま
の
は
ず
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
さ
を
見
る
と
同
州
聖
教
序
の
方
が

雁
塔
聖
教
序
よ
り
文
字
の
粒
が
揃
っ
て
お
り
、
大
き
い
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
雁
塔
聖
教
序
の
石
碑
の
基
に
な
っ
た
祁
遂
良
揮
毫
の
両
文

か
、
雁
塔
聖
教
序
の
初
拓
を
手
に
す
る
事
の
出
来
た
人
、
そ
の
人
は
高
宗
し
か
い

な
い
。
こ
れ
も
又
、
「
高
宗
は
何
等
か
の
形
で
同
州
聖
教
序
の
建
立
に
関
与
し
て

い
た
」
と
思
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
第
二
節
　
墨
字
聖
教
序
が
意
味
す
る
こ
と

　
次
に
墨
字
聖
教
序
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
宗
の
同
州
聖
教
序
と
雁
塔
聖

教
序
に
寄
せ
た
心
情
の
理
解
を
深
め
た
い
。

　
　
　
第
一
項
　
2
5
年
近
く
も
懸
か
っ
た
墨
字
聖
教
序
の
完
成

　
太
宗
の
序
の
文
が
、
六
四
八
年
（
八
月
四
日
）
書
き
上
げ
ら
れ
、
李
治
の
序
記

の
文
が
、
六
四
八
年
（
八
月
五
日
）
書
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
直
後
、
（
注
1
1
）

「
弘
福
寺
の
寺
玉
岡
定
と
京
城
の
僧
ら
が
、
両
文
を
金
石
に
刻
し
て
自
分
の
寺
に

聖
教
序
の
建
立
許
可
を
願
い
、
太
宗
皇
帝
許
可
を
得
る
。
の
ち
寺
僧
の
懐
仁
ら
が

王
義
之
の
書
を
集
め
て
碑
に
勒
し
た
。
」
と
、
『
大
慈
恵
三
蔵
法
師
傅
』
に
あ
る
。

　
そ
れ
が
、
墨
字
聖
教
序
と
し
て
完
成
し
た
の
が
六
七
二
年
（
十
二
月
八
日
）

で
あ
る
か
ら
、
完
成
ま
で
実
に
2
5
年
も
経
過
し
て
い
る
。
墨
字
聖
教
序
は
、
太
宗
・

高
宗
二
人
の
後
ろ
盾
に
よ
っ
て
出
来
た
の
で
あ
り
、
特
に
高
宗
に
寄
る
後
ろ
盾
が

な
け
れ
ば
墨
字
聖
教
序
は
完
成
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
高
宗
の
意
思

も
墨
字
聖
教
序
の
中
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
同
州

聖
教
序
、
墨
字
聖
教
序
の
二
つ
と
雁
塔
聖
教
序
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
研
究
は
余

り
見
掛
け
て
い
な
い
が
、
本
格
的
な
三
つ
の
聖
教
序
を
比
較
し
た
研
究
を
こ
の
小

論
を
書
き
上
げ
た
後
行
っ
て
み
た
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
見
て
、
同
州
聖
教
序
と
墨
字
聖
教
序
は
碑
の
形
式
を
対
に
せ

ず
、
一
つ
の
形
に
し
た
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
に
太
宗
を
上
位
に
置
い
て
い
る
。
私

考
の
通
り
、
高
宗
が
こ
の
両
碑
の
建
立
に
関
わ
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
高
宗
が
大
唐

三
蔵
聖
教
序
を
上
位
に
置
き
、
高
宗
が
太
宗
に
対
す
る
敬
意
の
表
現
と
改
め
て
感

じ
る
思
慕
の
念
と
受
け
と
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
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第
二
項

雁
塔
聖
教
庄
内
と
同
州
聖
教
序
㈲
と
集
字
聖
教
序
○
の
文
字
の
比
較
（
資
料
2
4
）

(資料24－∩
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結
章

　
小
論
は
六
〇
〇
年
か
ら
七
〇
〇
年
の
間
の
時
代
的
変
動
の
中
で
の
雁
塔
聖
教
序

建
立
の
経
緯
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
小
論
の
目
的
は
「
『
雁
塔
聖
教
序
の
両

碑
の
位
置
は
、
序
碑
西
側
・
序
記
碑
東
側
が
正
位
置
と
な
る
』
を
書
道
学
上
に
決

定
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
」
で
あ
っ
た
が
、
気
づ
い
て
み
る
と
高
宗
の
心
理
の
変

化
に
つ
い
て
の
考
察
に
止
ま
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
。

　
雁
塔
聖
教
序
の
文
章
の
一
つ
は
、
太
宗
が
玄
奘
三
蔵
を
褒
め
称
え
讃
美
す
る
た

め
に
書
か
れ
た
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
高
宗
（
当
時
皇
太
子
）
が
太
宗
皇
帝
の
玄

奘
三
蔵
の
為
に
「
太
唐
三
蔵
聖
教
序
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
文
を
作
ら
れ
た
こ
と

に
対
し
て
褒
め
称
え
る
た
め
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
時
が
移
り
、
皇
帝
が
移
行
す
る
と
、
そ
の
存
在
位
置
で
す
ら
移
行
す
る
。

時
代
の
変
遷
に
よ
っ
て
起
き
る
皇
帝
を
取
り
巻
く
家
臣
の
心
情
の
変
化
は
、
そ
の

文
意
と
無
関
係
に
碑
の
建
立
も
企
て
て
し
ま
う
。

　
又
、
時
代
の
変
動
は
時
に
し
て
、
自
然
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
太
雁
塔
が

地
震
に
よ
っ
て
、
五
階
建
て
か
ら
七
階
建
て
へ
と
変
化
し
た
こ
と
は
正
に
そ
れ
で

あ
る
。
こ
の
事
は
、
雁
塔
聖
教
序
の
両
碑
に
一
つ
の
節
目
を
作
っ
て
い
る
。
五
階

建
て
は
、
太
宗
と
高
宗
両
者
健
在
の
時
代
と
、
高
宗
の
み
健
在
の
時
代
で
あ
り
、

七
階
建
て
は
、
武
則
天
が
皇
帝
（
則
天
帝
）
の
時
代
で
あ
る
。

　
こ
の
高
宗
の
心
理
の
変
化
が
そ
の
ま
ま
両
碑
の
位
置
関
係
に
関
連
し
て
い
る
か

ら
複
雑
に
な
る
。
小
論
を
進
め
て
見
て
、
研
究
を
深
め
れ
ば
深
め
る
ほ
ど
、
両
碑

の
配
置
表
示
に
誤
っ
た
指
示
を
興
す
恐
れ
の
要
因
に
な
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ

れ
は
正
に
皇
帝
に
仕
え
る
家
臣
た
ち
の
苦
悩
と
比
例
し
て
い
る
。

　
小
論
を
進
め
る
と
き
、
文
献
は
決
め
手
と
な
り
一
つ
の
武
器
と
な
る
。
し
か
し
、

書
道
の
場
合
文
献
の
み
に
頼
り
文
献
に
縛
ら
れ
て
し
ま
う
と
大
き
な
過
ち
を
犯
し

て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
時
に
は
現
地
を
訪
れ
、
自
分
の
目
で
現
地
を
見
聞
き
し

た
現
地
の
声
も
重
要
と
な
る
（
た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
相
手

は
だ
れ
で
も
良
い
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
）
。

　
又
、
書
道
に
お
い
て
は
小
論
の
問
題
が
ど
の
様
に
実
技
の
臨
書
に
反
映
さ
れ
生

か
さ
れ
る
か
が
課
題
と
な
る
。
例
え
ば
雁
塔
聖
教
序
を
臨
書
す
る
と
き
、
両
碑
の

生
い
立
ち
に
よ
っ
て
両
碑
は
ほ
ぼ
逆
の
意
義
を
供
え
、
大
唐
三
蔵
聖
教
序
を
学
ぶ

目
的
と
、
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
を
学
ぶ
目
的
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
。
筆
の
持

ち
方
・
表
現
方
法
等
両
碑
が
異
な
っ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
書

に
お
い
て
も
雁
塔
聖
教
序
建
立
の
経
緯
か
ら
生
ま
れ
た
雁
塔
聖
教
序
の
偉
大
な
一

面
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
雁
塔
聖
教
序
の
配
置
表
示
に
お
け
る
一
つ
の
疑
問
か
ら
、
色
々
な
疑
問
が
飛
び

出
し
同
州
聖
教
序
と
集
字
聖
教
序
ま
で
話
題
を
広
げ
、
話
題
は
六
〇
〇
～
七
〇
〇

年
の
Ｉ
〇
〇
年
間
の
永
き
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
雁
塔
聖
教
序

の
両
碑
の
正
し
い
配
置
表
示
の
必
要
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
、
お
も
し
ろ
い

巡
り
合
わ
せ
で
も
あ
る
。
今
一
つ
一
つ
の
問
題
が
、
す
べ
て
小
論
の
目
的
で
あ
る

「
『
雁
塔
聖
教
序
の
両
碑
の
位
置
は
、
序
碑
西
側
・
序
記
碑
東
側
が
正
位
置
と
な
る
』

を
書
道
学
上
に
決
定
づ
け
る
」
に
結
び
付
い
て
く
れ
る
と
幸
甚
で
あ
る
。

△
注
∇

　
（
注
１
）
平
成
四
年
七
月
二
十
一
日
中
国
西
安
市
に
あ
る
大
雁
塔
を
再
度
訪
ね
た
。

大
慈
恵
寺
に
お
い
て
は
、
大
慈
恵
寺
管
理
委
員
会
の
方
と
の
会
談
も
で
き
、
こ
れ

ま
で
の
訪
中
に
な
い
意
見
交
換
と
新
し
い
話
も
伺
う
こ
と
が
出
来
た
。
そ
こ
で
も

両
碑
は
完
全
に
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
姿
を
見
た
。

　
（
注
２
）
別
府
大
学
国
語
国
文
学
第
３
３
号
〈
平
成
三
年
十
二
月
三
十
日
付
〉
に

記
載
の
小
論
。

　
（
注
３
－
１
）
雁
塔
聖
教
序
を
臨
書
す
る
際
も
、
序
碑
と
序
記
碑
と
で
は
筆
の
持

ち
方
な
ど
学
び
方
が
異
な
る
。
単
な
る
両
碑
の
位
置
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
と
、
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
雁
塔
聖
教
序
の
書
の
学
習
の
み
な
ら
ず
雁
塔
聖
教
序

と
同
州
聖
教
序
や
集
字
聖
教
序
の
臨
書
の
比
較
な
ど
大
変
な
問
題
と
な
る
。
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（
注
３
－
２
、
雁
塔
聖
教
序
の
学
び
方
）

　
雁
塔
聖
教
序
の
表
現
（
右
書
き
と
左
書
き
の
違
い
か
ら
来
る
文
字
表
現
の
変
化
）

の
学
び
方
に
付
い
て
記
す
。
資
料
の
如
く
、
序
碑
と
序
記
碑
で
は
ま
っ
た
く
と
言
っ

て
よ
い
ほ
ど
、
文
字
表
現
が
違
う
。
そ
れ
は
序
碑
と
序
記
碑
の
行
の
進
行
の
違
い

か
ら
来
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
序
碑
は
右
か
ら
左
に
行
が
流
れ
て
い
る
か
ら
、
枕
腕
法
で
書
い
た
だ
ろ
う
。
こ

の
場
合
左
側
に
空
間
が
あ
り
、
文
字
が
な
い
か
ら
左
手
が
自
由
に
動
き
、
右
手
は

定
着
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
文
字
は
終
始
引
き
締
ま
っ
た
物
と
な
る
。

　
序
記
碑
は
左
か
ら
右
に
行
が
流
れ
て
い
る
か
ら
、
枕
腕
法
で
は
書
け
な
い
。
こ

の
場
合
右
側
に
空
間
が
あ
り
文
字
が
な
い
か
ら
右
手
が
自
由
に
動
き
、
左
手
は
邪

魔
に
さ
え
な
る
。
だ
か
ら
自
然
に
左
手
を
は
ず
し
、
右
手
を
浮
か
し
自
由
に
書
く

か
、
時
に
は
右
手
を
付
け
て
書
く
、
と
言
っ
た
よ
う
に
自
由
自
在
に
右
手
を
動
か

す
方
法
と
な
り
、
文
字
は
次
第
に
伸
び
伸
び
と
し
て
く
る
。

←　　文 文　　→

→序記序
←

　
雁
塔
聖
教
序
の
法
帖
の
正
し
い
姿

　
こ
こ
で
は
も
う
一
つ
、
雁
塔
聖
教
序
の

法
帖
の
正
し
い
姿
を
示
し
て
置
く
。

雁
塔
聖
教
序
の
両
碑
は
行
の
流
れ
が
異
な

る
の
に
、
法
帖
に
な
る
と
す
べ
て
流
れ
が

（
右
か
ら
左
へ
）
同
じ
方
向
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
雁
塔
聖
教
序
の
本
来
の
正

し
い
臨
書
学
習
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
考

案
し
た
の
が
次
の
法
帖
の
姿
で
あ
る
。

　
こ
の
形
式
で
の
臨
書
学
習
が
望
ま
し
い

と
思
う
の
で
、
今
奨
励
中
で
あ
る
。

　
（
注
４
）
（
六
〇
〇
年
か
ら
七
〇
〇
年
ま
で
の
Ｉ
〇
〇
年
間
に
お
け
る
雁
塔
聖
教

序
を
取
り
巻
く
主
な
出
来
事
と
人
物
）

　
　
　
〈
雁
塔
聖
教
序
建
立
・
完
成
ま
で
〉

６
３
６６

４
０

　
４
５

　
４
只
Ｕ

　
４
８
年

６

４
８
缶
‐

４
８
年

４
９
年

５
０
年

５
２
缶
・

５
３
年

５
５
缶
‐

　
５
７
年

　
５
８
年

６
６
０
年

　
６
３
缶
‐

　
６
４
年

６
７
０

６
７
２
缶
‐

６
８
０

６
８
３
年

　
８
４
年

　
８
６
缶
‐

６
９
０
缶
‐

７
０
０

　
　
１
１

　
　
５

高
宗
の
母
、
文
徳
皇
后
崩
御

８
日
心
４
口
口

Ｑ
ｕ
日
ｙ
Ｄ
口
口

1
2
月

９
｛
月

５
口
月
2
4
日

Ｈ
月月

９
口
月

1
0
月

３
同
月

８
ｎ
月

1
0
月

６
口
月
2
3
日

1
2
月

1
2
口
月
８
日

1
2
月

２
月

ｔ
口
月

９
９
月

―
’
月

Ｈ
月

玄
奘
、
イ
ン
ド
か
ら
帰
国

太
宗
の
序
の
文
書
き
上
げ
る
。

李
治
の
序
記
の
文
書
き
上
げ
る
。

弘
福
寺
の
僧
雁
塔
聖
教
序
の
建
立
許
可
を
得
る
。
「
集
字
聖
教
序
」
と
し

て
完
成
（
６
７
２
年
）
’

大
雁
塔
建
立

祐
遂
良
、
中
書
令

太
宗
崩
御
、
高
宗
（
２
２
歳
）
皇
帝
を
継
ぐ
。

祐
遂
良
、
同
州
へ
の
左
遷
、
単
に
「
事
に
坐
す
（
事
件
の
巻
き
添
え
を
く

ふ
）
」
の
理
由
。
同
州
刺
史
と
な
る
。

祐
遂
良
、
同
州
よ
り
生
還
。
史
郎
尚
書
、
中
書
門
下
三
品
、
監
修
国
史
、

加
光
禄
大
夫
、
太
子
賓
客
と
な
る
。

祐
遂
良
、
尚
書
右
僕
射
と
な
る
。

雁
塔
聖
教
序
の
完
成
、
序
十
月
十
五
日
。
序
記
十
二
月
十
日
。
〈
雁
塔
聖
教

序
建
立
・
完
成
以
後
〉

高
宗
、
王
皇
后
を
廃
し
武
昭
儀
を
皇
后
に
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
反
対

し
た
祐
遂
良
を
潭
州
都
督
に
す
る
。

武
昭
儀
、
皇
后
と
な
る
。
こ
の
後
武
皇
后
、
王
廃
后
を
暗
殺
。
祐
遂
良
、
桂

州
都
督
に
さ
せ
ら
れ
る
。

祐
遂
良
、
愛
州
刺
史
に
さ
せ
ら
れ
る
。

愛
州
で
死
亡
。

高
宗
、
病
の
た
め
政
務
を
武
皇
后
に
委
ね
る
。

同
州
聖
教
序
の
完
成

高
宗
、
武
皇
后
の
廃
位
を
企
て
る
が
央
敗
。
こ
の
後
天
下
の
政
権
は
完
全

に
武
皇
后
に
移
る
。

集
字
聖
教
序
の
完
成

高
宗
崩
御
。
中
宗
帝
位
に
つ
く
。
武
皇
后
、
武
太
后
と
な
る
。

武
太
后
、
中
宗
廃
帝
と
し
て
書
宗
帝
位
に
つ
け
政
務
を
総
て
自
分
の
手
で

決
定
し
た
。

武
太
后
が
詔
を
下
し
、
書
宗
に
実
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
寄
宗
は

辞
退
し
た
。

武
太
后
、
則
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１
１
４
’
Ｕ
ｏ
Ｏ
Ｆ
｝
Ｍ

ｓ
１
４
Ｕ
Ｆ
ｒ

Ｏ
&
Ｓ
‘

　
I
R
I
S
l
o
l
4
*
N
U
E
I
M
'
l
q
l
o
l
l
U
H
l
o

　
O
l
l
S
f
m
M
E
'

Q
F

S
I
E
l
r
l
4
'

　
Ｕ
Ｏ
'
Ｕ
￥
９
'

ａ
ｇ
ｒ

ｎ
ｕ
ｇ
ｊ
ｌ
０
４
９

　
霖
町
笑
。
大
１
１
．
一
溺
4

S
S
E
s
r

n
S
I
’

　
ｏ
４
ｔ
Ｍ
９
'

ｕ
ｓ
ｕ
ｏ
ｒ

ｎ
９
１
０
ｒ

　
4
U
r

S
I
l
l
'U
I
I
'
U
i
i
9
'

l
n
l
M
'

　
1
9
r
l
i
l
l
'9
1
二
I
‘I
S
f
l
'R
l
f

I
U
I
'

　
s
l
H
r
1
1
4
o
＆
H
a
‘
l
a
M
I
M
'
s
U
r

　
s
i
l
rl
l
s
s
4
1
H
g

n
9
'

+
4
1
'
1
9
r

　
i
l
l
Q
o
4
S
¥
4
1
M
l
ol
i
a
l
r

I
U
6
y

　
４
Ｍ
４
ｒ

Ｒ
１
４
ｒ

ｔ
ｌ
ｎ

Ｋ
ｒ
ｏ
１
４
１
０

　
Ｕ
Ｉ
Ｕ
ｒ

ａ
ｋ
Ｕ
ｌ
ｏ

Ｕ
Ｉ
Ｓ
ａ
４
ｌ

ｌ
９
ｒ

　
l
l
M
r
u
l
r

l
l
l
N
r
g

n
n
l
t
o

l
R
I
4
r
’

　
讐
忠
之
ｗ
姿
蛮
皿
之
『
一
温
皿
昌
。
雷
雲
｀

I
H
I
‘
a
l
l
i
’S
S
g
I
I
9

粟
雰
一
言
乙
猛
大
雲
営
一
Ｉ
澗
簒
。

一
葦
荒
屋
六
月

碑記②序

夫
顕
揚
正
教
。
非
皆
無
以
襄
其
文
。
崇
間
微
言
。
非
責
莫
能
定
其
旨
。
董
翼
如
Ｒ
軟
者
。

諸
法
之
玄
宗
。
衆
纒
之
軌
闘
也
。
尊
括
宏
量
。
奥
旨
遮
深
。
極
空
有
之
精
微
。
錬
生
滅
之
欄
要
。

詞
茂
道
瞑
。
辱
之
看
。
不
究
其
豚
。
文
順
義
一
。
厘
之
看
。
莫
測
其
輝
。
放
知
。
聖
一
所
統
。

業
無
善
而
不
瀾
。
妙
化
所
敷
。
縁
無
騒
而
不
鰐
。
闘
法
網
之
綱
紀
。
弘
六
度
之
正
教
。

掻
一
有
之
塗
炭
。
ｇ
一
’
。
’
圖
之
秘
Ｓ
。
是
以
名
舞
茸
而
畏
飛
。
竃
蝋
繊
而
永
固
。
這
名
機
慶
。

銭
差
古
而
鍬
常
。
赴
哺
鷹
身
。
叢
鵬
功
而
不
朽
。
晨
蟻
夕
梵
。
交
一
。
曾
於
鷲
峯
。
懸
日
法
流
。

韓
雙
輪
於
鹿
伺
。
排
空
蜜
蓋
。
接
翔
霊
而
共
飛
。
荘
野
饗
林
。
爽
。
天
花
河
合
彩
。
伏
惟
。

嘸
帝
陛
下
。
上
玄
資
薦
。
垂
洪
和
治
ハ
荒
。
籐
被
酔
襲
。
散
在
而
朝
高
間
。
恩
加
朽
骨
。

石
室
肺
貝
葉
之
文
。
庫
及
昆
晶
。
金
庫
臍
梵
貌
之
渇
。
起
債
呵
舞
速
水
。
通
神
知
之
八
川
。

普
闇
剛
山
。
噪
嵩
皐
之
撃
嶺
。
l
r

l
!
t
l
寂
。
扉
岫
心
而
不
通
。
智
埼
玄
奥
。

惑
孤
城
而
連
鱗
。
壹
精
威
脅
之
夜
。
匍
懸
坦
之
光
。
火
宅
之
朝
。
降
法
阿
之
渾
。

於
是
百
川
輿
流
。
問
曾
於
淘
。
万
轟
分
義
。
掩
成
乎
寅
。
童
興
趣
武
校
具
優
劣
。

発
舜
此
式
９
禧
者
隷
。
玄
奘
法
師
者
。
夙
懐
聴
令
。
立
志
夷
簡
。
紳
岡
朗
飢
之
年
。

鴨
披
浮
華
之
世
。
縦
情
定
室
。
曹
一
轍
。
栖
息
こ
暉
。
巡
遊
十
地
。
超
六
盛
之
嘴
。

柵
歩
迦
維
。
會
一
票
之
旨
。
隨
機
化
物
。
以
中
華
之
謀
質
。
等
印
厦
之
織
文
。
遠
渉
恒
河
。

t
i
i
F

I
M
!
r

l
4
1
&
r
l
l
往
濡
。
十
有
七
載
。
僧
過
暉
典
。
和
物
爾
心
。

以
貞
観
十
九
甲
二
月
六
日
。
奉
勅
於
弘
箱
寺
。
覆
一
敏
要
文
。
凡
六
百
五
１
七
部
。

引
大
海
之
法
吻
ｔ
襄
勢
而
不
喝
。
傅
智
燈
之
長
醸
。
咬
幽
闇
而
恒
明
。
自
非
久
哨
勝
縁
。

臨
脳
揚
斯
旨
・
所
謂
法
相
常
住
。
爽
Ｅ
光
之
明
。
我
皇
細
癩
。
同
二
儀
之
ｒ

伏
見
即
製
衆
経
論
序
。
照
古
騰
今
。
1
4
M
1
9
a
l
N
I
'

l
l
4
壷
足
岳
。

登
載
喘
鳴
略
筆
大
綱
。

治
素
無
才
學
。
性
不
聴
敏
。
内
典
諸
文
。

碑記②序
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③般　若　心　経

所
作
論
序
。
鄙
鮑
ｔ
繁
。
忽
見
来
書
。
優
一
麟
連
。
撫
躬
自
省
。
恋
諌
交
吋
男
師
等
魂
萱
。

深
河
悌
。
貞
観
竺
年
八
月
一
二
日
内
田
。

般
若
政
雄
蜜
多
心
輝
。
沙
門
玄
奘
奉
昭
一
。

肇
自
在
菩
薩
。
行
騨
般
剌
波
麗
蜜
多
時
。
照
気
五
催
皆
寮
。
度
一
切
箔
厄
。
會
利
子
。

ａ
４
ｒ
Ｓ
１
１
ｒ

ｇ
ｉ
Ｓ
ｒ

ａ
ｉ
是
き
。
受
想
行
緻
。
亦
復
如
是
。
會
利
子
。

辿
諸
法
空
相
。
不
生
不
滅
。
不
裾
不
浄
。
不
噌
不
滅
。
是
故
空
中
無
色
。
無
受
遡
行
織
。

無
限
耳
鼻
習
身
慧
。
無
色
饗
香
味
嘴
法
。
無
眼
界
。
乃
蜃
無
意
繊
界
。
無
無
明
。

亦
無
無
明
一
。
乃
至
無
老
死
。
亦
無
老
死
一
。
無
苦
築
城
直
。
無
害
亦
無
碍
。

以
無
所
得
故
。
菩
提
隔
埋
。
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
。
心
無
里
厦
。
無
難
親
政
。

無
有
恐
怖
。
遠
敷
顛
倒
夢
想
。
究
竟
浬
槃
。
三
世
諸
佛
。
依
般
若
瞳
一
蜜
多
故
。

得
同
郷
多
1
1
'
I
S
1
1
1
t
r
l
r

i
&
l
羅
蜜
多
。
聚
大
師
呪
。
是
大
明
呪
。

箆
照
ｈ
呪
’
是
無
等
等
呪
。
能
除
一
切
苫
。
員
寅
不
虚
数
。
睨
般
若
波
謹
書
多
呪
。

釦
愁
居
。
掲
蹄
柵
蔀
般
隷
掲
節
般
雄
燈
褐
鈴
菩
提
夥
婆
呵
般
若
多
心
纒
。

太
子
太
傅
爾
書
左
償
酎
一
一
公
子
志
寧
。
中
書
令
南
陽
一
問
一
男
臍
。

磯
部
侭
書
高
隅
鮮
開
顧
男
許
敬
宗
。
守
黄
門
侍
郎
摯
左
庶
子
騨
元
『

守
中
書
侍
郎
襲
右
庶
子
李
儡
府
等
。
奉
勅
潤
色
。
咸
亨
一
こ
年
十
一
百
八
日
。

京
城
法
侶
建
立
。
文
林
那
諦
葛
紳
力
勒
石
。
武
聊
尉
栄
一
蕪
巣
字
。



（
注
６
）
「
書
道
全
集
８
、
３
８
ペ
ー
ジ
参
照
」
に
あ
る
こ
と
を
記
す
。

書
道
全
集
に
は
八
月
五
日
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
記
さ
れ
て
い
る

　
い
ま
ひ
と
つ
問
題
と
す
べ
き
は
’
高
宗
の
答
書
の
あ
と
に
、
貞
観
二
十
二
年

八
月
三
口
内
出
（
捕
4
8
）
と
、
あ
る
日
附
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
玄
奘
法
師
衰
啓

（
知
恵
院
本
）
（
捕
4
4
）
に
は
八
月
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
太
宗
の
序
も
高
宗
の
記

も
、
太
唐
故
三
蔵
玄
奘
法
師
行
状
に
よ
れ
ば
、
八
月
四
日
に
下
賜
さ
れ
た
の
は
明

ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
對
す
る
玄
奘
の
謝
書
、
雨
帝
の
答
書
が
、
表
啓
に
あ

る
が
ご
と
く
八
月
五
日
で
あ
る
こ
と
は
謨
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
っ
た
い
、
三
と

五
と
は
誤
り
や
す
い
文
字
で
は
あ
る
が
、
は
じ
め
か
ら
何
か
の
事
情
で
謨
っ
て
い

た
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
碑
が
原
石
で
は
な
く
換
刻
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
と

き
渓
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
金
石
文
か
な
ら
ず
し
も
信
ず
る
に
た
ら
ざ

る
一
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
注
７
）
「
両
碑
が
建
立
当
時
、
大
服
塔
の
最
上
層
に
存
在
し
た
。
」
と
、
記
さ
れ

た
著
書

　
大
慈
恵
寺
三
蔵
法
師
傅
巻
第
七
（
唐
）
慧
立
彦
綜
著

　
上
層
以
石
具
室
。
南
面
脊
索
碑
、
順
二
聖
Ａ
三
蔵
聖
教
序
Ｖ
、
Ａ
記
Ｖ
、
其

書
郎
尚
書
右
僕
射
河
南
公
祁
遂
良
之
筆
也
。

（
注
８
）
（
大
慈
恵
寺
管
理
委
員
会
の
方
と
の
会
談
の
一
部
）

　
大
慈
恵
寺
管
理
委
員
会
の
方
と
の
会
談
は
、
大
慈
恵
寺
の
大
服
塔
に
向
か
っ
て

左
下
に
あ
る
応
接
室
で
行
わ
れ
た
。
大
慈
恵
寺
側
と
し
て
、
大
慈
恵
寺
管
理
委
員

会
副
主
任
の
永
明
氏
と
、
大
慈
恵
寺
管
理
委
員
会
の
服
務
員
の
二
人
。
こ
ち
ら
は

現
地
通
訳
そ
し
て
私
の
二
人
、
計
四
人
で
行
っ
た
。

　
内
容
は
「
雁
塔
聖
教
序
の
両
碑
と
そ
の
周
辺
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
話
は

別
府
大
学
の
書
道
研
究
室
の
ビ
デ
オ
班
が
全
部
収
録
し
て
お
り
、
帰
国
後
中
国
語

の
会
話
部
分
を
群
英
氏
に
依
頼
し
、
完
全
訳
文
し
た
も
の
を
中
心
に
し
て
小
論
に

役
立
て
た
。

こ
の
時
の
永
明
氏
と
の
話
は
小
論
の
中
に
置
い
て
そ
の
都
度
記
す
が
。
話
の
途
中

突
然
出
て
来
た
次
の
話
題
だ
け
は
注
目
す
べ
き
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
会
話
の
ま

ま
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
（
突
然
に
出
た
『
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
』
の
複
製
問
題
　
）

服
務
員
　
こ
の
、
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
は
一
度
壊
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、

　
　
　
　
刻
み
直
し
て
い
る
。

荒
　
金
　
一
度
壊
れ
た
？
　
刻
み
直
し
た
と
言
う
の
で
す
か
。

　
　
　
　
複
製
品
？
複
製
品
と
言
う
の
で
す
か
。

　
　
　
　
あ
れ
は
、
複
製
品
で
は
無
い
で
し
ょ
う
。
無
い
で
す
よ
。

永
明
氏
　
複
製
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
皆
同
じ
時
代
の
物
だ
か
ら
、
複
製
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

王
通
訳
　
そ
れ
じ
ゃ
、
刻
み
直
し
た
時
、
両
碑
の
位
置
を
間
違
え
た
の
で
は
な
い

　
　
　
　
の
。

服
務
員
　
そ
の
時
、
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
の
中
の
精
進
良
の
サ
イ
ン
の
位
置
が
変

　
　
　
　
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
彼
（
荒
金
）
に
言
っ
て
、
こ
う
い
う
事
情
が
あ
る
。

服
務
員
　
壊
れ
た
後
、
ま
も
な
く
刻
み
直
し
て
い
る
。
同
じ
時
代
に
だ
。

水
明
氏
　
複
製
品
で
は
無
い
。

　
　
　
　
双
方
と
も
本
物
だ
。

永
明
氏
　
あ
な
た
（
服
務
員
）
の
話
は
話
題
が
違
う
、
今
は
、
こ
の
サ
イ
ン
の
位

　
　
　
　
置
に
付
い
て
話
し
て
い
る
ん
だ
。

　
　
　
　
　
（
略
）

服
務
員
　
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
の
残
碑
は
今
、
西
安
碑
林
に
あ
る
。

・
一
・
・
●
一

以
上
が
、
大
慈
恵
寺
管
理
委
員
会
則
主
任
永
明
氏
と
の
会
談
の
一
部
で
あ
る
。
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（
注
９
）
「
十
一
字
否
定
説
」
の
著
吉

舎
鎧
第
五
巻
・
第
十
説
（
雁
塔
聖
教
序
説
）

　
重
幕
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
顧
然
た
り
。
且
、
同
州
の
後
款
は
、
但
、
立
碑
の
年
月

を
記
し
、
雁
塔
聖
教
序
に
つ
い
て
瓶
貪
官
儒
を
靭
せ
ず
。
大
唐
祁
逞
良
書
。
在
同

州
怖
面
の
十
一
宇
に
至
り
て
は
、
並
に
ま
た
こ
れ
袴
書
に
あ
ら
ず
。

　
（
注
1
0
）

　
　
「
も
う
一
つ
拷
遂
良
を
称
し
て
「
大
唐
拷
遂
良
」
と
、
表
現
で
き
る
人
は
当
時
、

高
宗
し
か
い
な
い
と
言
う
こ
と
」
こ
の
こ
と
に
於
い
て
は
少
し
説
明
を
加
え
る
こ

と
が
あ
る
。

　
雁
塔
聖
教
序
に
次
の
よ
う
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
は
矢
印
の
通
り
で
あ
る
。

普
通
「
大
唐
」
は
皇
帝
に
掛
る
も
の
。
前
記
の
間
違
い
と
は
異
な
り
「
大
唐
拷
遂

―良
」
で
は
「
大
唐
」
は
完
全
に
祐
遂
良
に
掛
か
っ
て
い
る
。
故
に
こ
の
言
い
方
は

皇
帝
し
か
表
現
で
き
ず
、
皇
帝
と
言
え
ば
自
ず
か
ら
高
宗
を
さ
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
－

（
注
Ｈ
）
時
弘
福
寺
寺
生
聞
定
及
京
城
僧
等
、
請
鎬
二
序
文
於
金
石
、
蔵
之
寺
宇
、

　
　
　
　
－
　
‐
　
－

帝
可
之
。
後
寺
僧
懐
仁
等
及
鵠
集
替
右
軍
略
軍
王
簑
之
書
、
勒
於
碑
石
焉
。
と
、

『
大
慈
恵
三
蔵
法
師
傅
』
に
あ
る
。

－
平
成
四
年
十
月
五
日
　
受
理
－

－31－


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23

